



















































































































































































































































































































































































































































1) Antonin Artaud, Œuvres Complètes（以下 O.Ｃ. と略）XV, Gallimard,
1981, p.268.







3) Artaud, O.C.I**, 1976, pp.57-58.  千葉文夫『ミイラのみずみずしい肉体』
（ユリイカ 1996 年 12 月号 181 頁青土社）に引用訳所収．
4) cf. Artaud, O.C.I*, « Correspondance avec Jacques Rivières » , 1976 et




p.9. 同上 6 頁－7 頁．）








一『アルトー思考と身体』白水社 1997 年 15 頁．）
8) Artaud, O.C.I*, pp.115-116.  同訳書 148 頁．
9) 拙論『アントナン・アルトーの栄光の身体 ― ロデーズにおける神と性 ―』立
教大学フランス文学第 28 号参照．
10) Artaud, O.C.X, 1974, p.206.  宇野邦一＋鈴木創士訳『ロデーズからの手紙』
白水社 1998 年 111 頁．
11) アルトーは言う．「私，アントナン・アルトーは私の息子であり，私の父であ
り，私の母である．」( Artaud, O.C.XII, 1974, p.77. ) さらにアルトーは血の
流れ，血統の序列というものを破壊するかのように，みずからの祖母を，生涯
における重要な女性たちのひとりとして「心の娘たち」に加えている．
12) Artaud, O.C.I **, p.53.
13) Artaud, O.C.I *, p.65. 同訳書 95 頁．
14) Philippe Sollerers, L’écriture et l’expérience des limites, Les Éditions du
Seuil, 1968, p.101.  松本雅弘訳『思考は記号を発する』ユリイカ 1988 年 2 月
号青土社 100 頁．
15) Artaud, O.C.VIII, 1971 et 1980, p.152.  高橋純＋坂原真里訳『革命のメッセ
ージ』白水社 1996 年 30 頁－31 頁．
16) Ibid., p.237.  同訳書 158 頁－159 頁．
17) Artaud, O.C.XIII. 1974,  宇野邦一訳『神の裁きと決別するため』ペヨトル
工房 1989 年．
18) Gilles Deleuze et Felix Guattari, Mille Plateaux, Les éditions de minuit,
1980, p.467.  宇野邦一他訳『千のプラトー』河出書房新社 1994 年 432 頁－
433 頁．
19) ドゥルーズによる示唆を待つまでもなく，Michel Foucault, La pensée du
dehors, Fata Morgana, 1986.（豊崎光一訳『外の思考』朝日出版社 1978 年．）
を参照のこと．
20) Artaud, O.C.XIII, « Le théâtre de la cruauté » ,宇野邦一同訳書．




















か知ることである．」（Artaud, O.C.I *, p.65.  同訳書 95 頁．）
29) Deleuze, op.cit., Francis Bacon, p.24.
30) Ibid., p.33.
31) Artaud, O.C.I *, pp.9-10.  同訳書 8 頁．
32) Gilles Deleuze, Critique et Clinique, Les Éditions de Minuit, 1993, p.11.
33) Artaud, « Le théâtre et la Science » , in L’Albalète, n°13, été 1948.  坂東光
之訳『肉体言語 11アントナン・アルトー特集号』肉体言語舎 1983 年 10 月 92
頁－93 頁．
引用に際しては邦訳を参考にして私訳を試みたが，翻訳をそのまま使用させて
いただいたものある．
132
